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Kou KUSUNOKI 1955 Observations on the Horizontal and Vertical Distribu-
tion of Chlorinity of Sea Ice. Low Temperαture Science， Ser. A， 14. 

短報

海氷中の盤素量の水平，垂直分布

に闘ナる測定*

楠宏

(低温科学研究所海洋学部門)

正昭和田年。月受理〉

北海道オホツ乏海岸にみられる海氷は， この地方の気温がさほど低くないため，かなりの

ブライシを含んでいる。 したがって，海氷中の塩素量(まずこわ塩分量)を測定するために試料を

採取するときプラインの脱落に注意しなければならない。 このため筆者等はかんたんな採氷ド

リノレを考案しかなりの成績をおさめた (Kusunoki& Tabata 1954 a ;楠・田畑 1954b)，。このド

9 )レをつかつて， 1955年1月29日から 2月24日まで，オホック海岸の紋別(もんべつ)で海氷

試料を採取した。試料 (100-300g)は現場でただちにポリエチレシの袋につめ零後四札幌に持

ち帰って硝酸銀滴定法により塩素量の測定をした。この結果から海氷の塩素量の空間的分布，

時間的変動が求められた。ここでは結氷中の水平分布と垂直分布についてふれる。

海氷中の塩素量の垂直分布については多くの研究がなされているが，水平分布については

余り聞いていない。今回は，紋別港船入澗(70x200mつにはった平坦海氷(氷厚約25cm)に21

点をもうけ， 表面から平均 5cmまでを採氷した。 その塩素量は2.59iんから 59ちらまでのらいだ

にあって，外洋水と陸水の影響がみられた。 また，きわめて狭い場所 (1x 1m2)内の6箇所で

採氷 o菜さ 3cm) をしたところ，塩素量は 2~3弘で， ζ のように狭い範囲でも約 1揺の場所に

よる差異ーのあることがわかった。

同時に，この 6箇所の垂直方向に6-7層にわけて塩素量を測定した。同じ深さの層でも，

場所による違いは約 H6~ あったが，この 1 m2内の全体の傾向としては，表層と底層に塩素量の

多い分布型をしめした。 このような垂直分布の型について 2，3の考案をおこなった。

j毎氷中の塩素量は，海水の塩素量と同様に海氷の物理的性質に大きく影響するo とくに比

熱などは，温度と塩素量とによって(温度が融解点近く，塩素量が大きいと)純氷の 10倍にも

達する。このように塩素量の測定は synopticな諸問題えの基本となるから，将従もこの点の研

究を進めたいと考えている。

なお，詳細は英文で日本海洋学会誌，第 11巻4号に投稿中である。 (ContributionNo. 283 
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from the Institute of Low Temperature Science) 
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